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消防庁 補助事業 

 

？聴覚障がい者対応型の火災警報器って何ですか？ 

→警報音だけでなく強い光の点滅や振動で火災の発生をお知らせする警報器です。 

 

？聴覚障がい者なら誰でも無料設置の対象になるのですか？ 

→条件があり、以下の３つ全てに該当する方が対象となります。 

 ①世帯主が生活保護を受給している（申請中の方も含む） 

 ②世帯に障害者手帳（聴覚障がいに限る）を所持している方がいる（申請中の方も含む） 

 ③「聴覚障がい者対応型住宅用火災警報器」が未設置である 

 

？申込みはいつまでですか？ 

→平成２４年１２月３１日までです。しかし、期間中でも予算額が達した時点で終了となっ

てしまいます。お早めに問合せすることをお勧めします。 

 

お問合わせ ALSOK テレフォンサービスセンター ﾒｰﾙ jyukeiki-shien@alsokbs.co.jp 

FAX03-5305-6059／フリーダイヤル（TEL）0120-297-949 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

玄関のドアホンやＦＡＸ受信、銀行・病院・役所などの呼び出しを腕時計に

文字と振動でお知らせします。 
オプションで介護・育児（呼出し・赤ちゃんの泣き声）や携帯電話の着信も
知らせることができるほか、別売りの火災警報器「シルタンちゃん」とも連
動し火災を感知します。腕時計は目覚まし時計にもなります。 
 
【問合せ】東京信友 ℡03-3358-8000 fax03-3358-6330 
    

～身の回りの音情報を腕時計にお知らせ～ 
多くの市町村で日常生活用具<聴覚障害者用屋内信号装置>
に該当します。 
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「難聴者と要約筆記って？～難聴者理解と
要約筆記の啓発～」 
 制作：滋賀県立聴覚障害者センター 
 

難聴者の聞こえ方についての解説、日常生活で困ることを難聴者当
事者が話しをしています。また、難聴者とのコミュニケーションに
ついてどんな時に聞こえないのか、その対処方法など丁寧に解説し
ています。 
 

 

 

 

 

手話サークルすまいるの皆さん 

（寒河江市） 
 

約３０名の皆さんがセンターの見学

にいらっしゃいました。 

聴覚障がいの方、聞こえる方、車いす

の方など様々な人がいらっしゃるサ

ークルでとても楽しそうな雰囲気が

印象的でした。 

 
 
 

 

現在募集中！ 
◎試験直前講座 場所：山形市総合福祉センター 

１１/４（日）開催。１２月に開催される手話通訳者試験の対策講座。講座参加者から合格者が出

ていると評判です。詳細は山形県聴覚障害者協会 F023-615-3583/T023-615-3582 

 

◎第１０回山形県手話通訳者養成講座 基本講義 場所：山形県社会福祉研修センター 

１１/２５（日）開催。基本課程の中の講義部分を一般公開します。①手話通訳について②障害者

福祉概論③ソーシャルワークについて学んでみませんか？詳細は山形県聴覚障害者協会 同上 
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おススメ DVD 

編集後記 

 猛暑から解放され、秋の涼しさが心地いい季節となりました。先日、秋の味覚の栗をいただきとて

も美味しく頂きました。食欲の秋・スポーツの秋・読書の秋・・・皆さんはどのように秋を満喫しま

すか？ 


